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第 277 号 

喜屋武 竜匡さん、堀川 颯太さん 

4 月 1 日（水）入所式・職務会議 

4 月 8 日（水）支援会議 

4 月 15 日（水）生産活動検討会 

4 月 16 日（木）自治会選挙 

4 月 22 日（水）支援計画会議 

（利用者 13 時退勤） 

4 月 25 日（土）余暇活動 

＆家族会総会 

4 月 29 日（水）昭和の日 

3 月からサン班の印刷部門に配属された、長

浜 翼輝（ナガハマ ツバキ）と申します。 
これまでは広告代理店で、約 10 年間デザイ

ナーとして働いてきました。その経験を活か

し、直接「人や社会とのつながり」を実感でき

る環境で挑戦したいと考え、入職しました。 
慣れないお仕事ですが、利用者さんが明るく

声をかけてくれたおかげで、緊張がほぐれまし

た。毎日みなさんに元気をいただいています。 
至らない点もあるかと思いますが、これから

どうぞよろしくお願いいたします。 

2月 15日（日）、糸満市西崎総合体育館で「OKINAWAミニバレーフェスティバル」が行われました。

全国から参加する大きな大会で、パラリンの部で糸満市内の事業所が７チーム参加しました。たまん

からも 11 人の利用者さんが参加し、普段あまり経験しない運動ではありましたが、みなさん楽しそ

うにボールを追いかけ、飛び跳ねたり、相手コートにアタックしたりと、とても活発な様子でした。

結果は準優勝と輝かしい成績をおさめました。大会後は、みんなで「びっくりドンキー」でハンバー

グを堪能しとても充実した一日になりました。来年は優勝目指して頑張りましょう！ 

令和 8年 2月 25日に就労支援センターたまんの全職

員を対象に虐待防止研修会、身体拘束適正化研修会を

開催し、職業指導員の仲座さんに研修報告を行ってい

ただきました。障害福祉は、かつての「保護・収容」

を中心とした考え方から、「自立支援」「権利擁護」を

重視する方向へと大きく変化してきました。 

利用者さん一人ひとりの尊厳を守ることが福祉の中心に据えられた現在、虐待防止の取り組み

はより重要性を増している。しかし、障害者虐待の通報件数は依然として増加傾向にあり、その

中でも心理的虐待は、身体的虐待のように外傷として残らず、言葉や態度が記録に残りにくいた

め、発見が遅れやすいという特徴がある。例えば強度行動障害のある利用者さんの行動は、背景

に必ず理由がある。氷山モデル、マズローの欲求階層、三つの脳の特徴を理解することで、支援

者の関わり方は大きく変わり、心理的虐待のリスクを減らすことができる。心理的虐待は“見え

にくい”からこそ、日々の振り返りと気づきが重要である。そして、通報は利用者さんだけでな

く支援者も救う仕組みであることを忘れてはならないことを学びました。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和 7 年度中央競馬馬主社会福祉財団助成事業（施設整備等助成事業）を活用し就労支援

センターたまん施設内の換気扇取替工事が完了しました。建築年数が築 25 年を超えて、ほ

とんどの換気扇が故障しており、修理対応ができない状態にありました。取替後は、感染症

のまん延防止を未然に防止することができ、利用者、職員、関係者の安心安全な働く場を整

えられました。ありがとうございました。 

トライ班の鈴木南々海さんが、2月 18日～20日の 3日間で「医療法人

陽和会 南山病院」にて職場体験実習を行いました。南山病院では主に病

棟内の清掃や患者さんのベッドのシーツ交換のお仕事を体験することが

出来ました。基本的なビジネスマナーもしっかりと行いながら、清掃業

務やシーツ交換業務が体験でき、色々な学びもありながら楽しく実習を

終えることができたようです。実習の振り返りを行ったところ、企業先

の担当者からは「清掃手順の覚えが早く、シーツ交換作業も上手でした」

と高い評価を頂き、南々海さん自身も次のステップとなる「面接」に進

みたいと話してくれました。今後は人事担当者と調整をし、面接日を決

めていく予定です。就職に向けて頑張っている南々海さんを皆さんで一

緒に応援しましょう！！ 

令和 8年 2月 28日の余暇活動では、利用者の皆さんと南部方面（八重瀬町〜南城市）へドライブに

出かけました。当日は晴天に恵まれ、気持ちの良いドライブ日和となりました。南城市のニライカナ

イ橋では、橋を下る瞬間に海と空が広がり、利用者からも「すごーい！」「きれい！！」と声が上がる

など、景色を存分に楽しむ様子が見られました。昼食は平和の創造の森公園の広い芝生でとり、外で

食べる心地よさも感じながら、終始笑顔が多く、心も体もリフレッシュできた余暇活動となりました。 

令和 8年 2月 7日（土）に、利用者健康診断を実施しました。年に 1回、身長・体重測定や採血な

どを行い、利用者さんの健康状態を確認しています。当日は、参加された利用者さんがスムーズに移

動でき、検査も予定時間内に終了しました。中には採血が怖くて不安になる方もいましたが、順番を

遅らせて気持ちが落ち着いてから採血を行うよう配慮したところ、落ち着いて受けることができまし

た。これからも健康に気を付けながら、たまんでお仕事を一緒に頑張りましょうね������ 

令和 7 年度業務改善助成金を活用し、グループホームであるフルール・ラメール、

シエルに車両 2 台・冷蔵庫 3 台・洗濯機 6 台・掃除機 3 台と、ココカラ保育園に業

務用冷凍冷蔵庫 1 台・業務用食洗器 1 台の設備を新しく整えることができました。

これにより、日々の業務がよりスムーズになり、スタッフが働きやすい環境づくり

と、利用者の快適な生活にもつながっています。ありがとうございました。 

令和 8年 2月 17日(火)に就労支援センターたまんにて防災訓練

を実施しました。 

今回の実施時間は作業真っただ中の午後 2時 15分、火元は建物

二階のサン班（印刷班）にある、プリント機械からの火災を想定

した訓練となりました。 

事前に避難経路を確認していたので、職員の声かけで利用者さ

んは慌てず冷静に避難が行えました。また今回は 2 階に車いすの

利用者さんがいるので、車いすを持ち上げて避難する訓練も同時

に行いました。今回は車いすごと持ち上げて避難を行う為、男性

スタッフを多めに配置して安全に避難することが出来ました。 

今後も防災訓練を通して、あらゆる場面を想定し、スムーズに

避難誘導が行える様、心掛けて支援していきます。 


